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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月3日(2017.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動注入装置用のアセンブリであって，該アセンブリが：
　シリンジを支持するためのシリンジ支持体を備え，該シリンジ支持体により，シリンジ
支持体に対するシリンジの軸線方向前向き変位が制限可能であり；
　シリンジ支持体に対して取り付け可能なガード素子を備え；
　該ガード素子は，前記シリンジ支持体に取り付けられることでシリンジ支持体に対して
軸線方向前向き及び後向きに拘束され，
　前記シリンジ支持体に対する前記ガード素子の取付けは、前記シリンジ支持体上の第１
ストッパー手段及び前記ガード素子上の第２ストッパー手段の当接によるものであり；
　前記シリンジ支持体に対する前記ガード素子の軸線方向前向きの変位が，前記第１及び
第２ストッパー手段の当接により制限され；
　前記ガード素子の軸線方向後側面に及ぼされる軸線方向負荷が，前記第１及び第２スト
ッパー手段の当接を介してシリンジ支持体に伝達されるアセンブリ。
【請求項２】
　請求項１に記載のアセンブリであって，前記ガード素子が前記シリンジ支持体の後端に
取り付け可能であるアセンブリ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のアセンブリであって，前記ガード素子上の第２ストッパー手
段が，軸線方向前向きに延在する複数の脚部を備え，前記シリンジ支持体上の第１ストッ
パー手段が外側フランジを備え，シリンジ支持体に対するガード素子の軸線方向前向きの
変位が，前記複数の脚部と，前記外側フランジとの当接により制限されるアセンブリ。
【請求項４】
　請求項３に記載のアセンブリであって，軸線方向前向きに延在する前記複数の脚部が少
なくとも一対の留め具の一部を構成し，各留め具が，軸線方向前向きに延在する一対の前
記脚部と，周方向に延在する前側クロスビームとを備え，該前側クロスビームにより，軸
線方向前向きに延在する各対の脚部における２つの脚部を結合するアセンブリ。
【請求項５】
　請求項４に記載のアセンブリであって，各前側クロスビームが，対応する留め具の軸線
方向最前部を形成するアセンブリ。
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【請求項６】
　請求項５に記載のアセンブリであって，各前側クロスビームの軸線方向前向き面がテー
パ面であり，該軸線方向前向き面が，半径方向外方及び軸線方向後方に向けて延在し，前
記外側フランジの軸線方向前向き面も少なくとも一部がテーパ面であり，該軸線方向後向
き面が，各前側クロスビームの軸線方向前向き面に対して相補的に，半径方向外方及び軸
線方向後方に向けて延在するアセンブリ。
【請求項７】
　先行請求項の何れか一項に記載のアセンブリであって，前記シリンジ支持体が，第３ス
トッパー手段を有し，前記ガード素子が，第４ストッパー手段を有し，シリンジ支持体に
対するガード素子の軸線方向前向きの変位が，前記第３及び第４ストッパー手段の当接に
より制限されるアセンブリ。
【請求項８】
　請求項４に従属する場合の請求項７に記載のアセンブリであって，前記シリンジ支持体
上の第３ストッパー手段が，半径方向外向きに延在するエルボを備え，前記ガード素子上
の第４ストッパー手段が前記前側クロスビームを備え，前記シリンジ支持体に対する前記
ガード素子の軸線方向後ろ向き変位が，前記前側クロスビームに対する前記エルボの当接
により制限され；
　半径方向後向きに延在する脚部が前記エルボから延在してもよく；
　前記前側クロスビームが凹部を有してもよく，該凹部は，前記シリンジ支持体における
軸線方向後向きに延在する脚部上への前記前側クロスビームの組み立てを容易とするもの
であるアセンブリ。
【請求項９】
　請求項８に記載のアセンブリであって，前記留め具の各々が，周方向に延在する第２ク
ロスビームを備え，該第２クロスビームにより，軸線方向前向きに延在する各対の脚部に
おける２つの脚部を結合し，各第２クロスビームは，対応する前記前側クロスビームに対
して，軸線方向後側で軸線方向に離間して配置されているアセンブリ。
【請求項１０】
　請求項１～７の何れか一項に記載のアセンブリであって，前記シリンジ支持体が，フッ
クを備え，該フックは，前記ガード素子上に係止されて前記シリンジ支持体に対する前記
ガード素子の軸線方向後向き変位を制限し；
　前記フックの各々が，前記シリンジ支持体における軸線方向後向きに延在する脚部上に
配置されていてもよいアセンブリ。
【請求項１１】
　請求項４に従属する場合の請求項１０に記載のアセンブリであって，前記フックの各々
が，前記シリンジ支持体における軸線方向後向きに延在する脚部上に配置され，前記留め
具における軸線方向前向きに延在する脚部対の各脚部が，前記シリンジ支持体における軸
線方向後向きに延在する１つの脚部を受け入れるよう，周方向に離間して配置され；
　前記前側クロスビームが凹部を有してもよく，該凹部は，前記シリンジ支持体における
軸線方向後向きに延在する脚部上への前記前側クロスビームの組み立てを容易とするもの
であるアセンブリ。
【請求項１２】
　先行請求項の何れか一項に記載のアセンブリであって，軸線方向駆動素子を受け入れる
ための前記軸線方向後側面が，フランジの軸線方向後向き面であるアセンブリ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のアセンブリであって，前記ガード素子が，軸線方向に延在する中央
孔を有し，前記フランジが前記孔から半径方向外向きに延在し；
　前記フランジの軸線方向後向き面が，前記孔から半径方向に沿って軸線方向前向きに傾
斜していてもよいアセンブリ。
【請求項１４】
　請求項１２または１３に記載のアセンブリであって，前記フランジの軸線方向後向き面
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が，切頭円錐面の一部に対応するアセンブリ。
【請求項１５】
　先行請求項の何れか一項に記載のアセンブリであって，前記ガード素子が，該ガード素
子をシリンジの後端と同軸的に整列させるための位置決め手段を更に備えるアセンブリ。
【請求項１６】
　請求項１３又は１４に従属する場合の請求項１５に記載のアセンブリであって，前記位
置決め手段が，前記フランジの軸線方向前向き面から軸線方向前向きに延在するスピゴッ
トを備え，該スピゴットが前記孔の一部を限定するアセンブリ。
【請求項１７】
　先行請求項の何れか一項に記載のアセンブリであって，前記ガード素子が前記シリンジ
支持体上に組み立てられ；
　前記アセンブリは、前記シリンジ支持体により支持されるシリンジを更に備えてもよく
，前記ガード素子の少なくとも一部が前記シリンジの少なくとも一部の軸線方向後側に配
置されているアセンブリ。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のアセンブリを備える自動注入装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は，第１の態様において，自動注入装置用のアセンブリを提供するものであり，
該アセンブリは：
　シリンジを支持するためのシリンジ支持体を備え，該シリンジ支持体により，シリンジ
支持体に対するシリンジの軸線方向前向き変位が制限可能であり；
　シリンジ支持体に対して取り付け可能なガード素子を備え；
　該ガード素子は，前記シリンジ支持体に取り付けられることでシリンジ支持体に対して
軸線方向前向き及び後向きに拘束され，
　前記シリンジ支持体に対する前記ガード素子の取付けは、前記シリンジ支持体上の第１
ストッパー手段及び前記ガード素子上の第２ストッパー手段の当接によるものであり；
　前記シリンジ支持体に対する前記ガード素子の軸線方向前向きの変位が，前記第１及び
第２ストッパー手段の当接により制限され；
　前記ガード素子の軸線方向後側面に及ぼされる軸線方向負荷が，前記第１及び第２スト
ッパー手段の当接を介してシリンジ支持体に伝達されるものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　ガード素子上の第２ストッパー手段が，軸線方向前向きに延在する複数の脚部を備え，
シリンジ支持体上の第１ストッパー手段が外側フランジを備え，シリンジ支持体に対する
ガード素子の軸線方向前向きの変位が，前記複数の脚部と，前記外側フランジとの当接に
より制限される構成とすることができる。軸線方向前向きに延在する前記複数の脚部が少
なくとも一対の留め具の一部を構成し，各留め具が，軸線方向前向きに延在する一対の前
記脚部と，周方向に延在する前側クロスビームとを備え，該前側クロスビームにより，軸
線方向前向きに延在する各対の脚部における２つの脚部を結合する構成とすることができ
る。各前側クロスビームが，対応する留め具の最前部を形成する構成とすることができる
。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　シリンジ支持体は，第３ストッパー手段を有し，ガード素子が，第４ストッパー手段を
有し，シリンジ支持体に対するガード素子の軸線方向前向きの変位が，第３及び第４スト
ッパー手段の当接により制限される構成とすることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　シリンジ支持体上の第３ストッパー手段が，半径方向外向きに延在するエルボを備え，
ガード素子上の第４ストッパー手段が前記前側クロスビームを備え，シリンジ支持体に対
するガード素子の軸線方向後ろ向き変位が，前記前側第１クロスビームに対するエルボの
当接により制限され、半径方向後向きに延在する脚部が前記エルボから延在してもよく、
前記前側クロスビームが凹部を有してもよく，該凹部は，前記シリンジ支持体における軸
線方向後向きに延在する脚部上への前記前側クロスビームの組み立てを容易とするもので
ある構成とすることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　前記留め具の各々が，周方向に延在する第２クロスビームを備え，該第２クロスビーム
により，軸線方向前向きに延在する各対の脚部における２つの脚部を結合し，各第２クロ
スビームは，対応する前記前側クロスビームに対して，軸線方向後側で軸線方向に離間し
て配置される構成とすることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　前記シリンジ支持体が，フックを備え，該フックにより，ガード素子上に係止されてシ
リンジ支持体に対するガード素子の軸線方向後向き変位を制限し、各フックは，シリンジ
支持体における軸線方向後向きに延在する脚部上に配置することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　前記フックの各々が，前記シリンジ支持体における軸線方向後向きに延在する脚部上に
配置され，留め具における軸線方向前向きに延在する脚部対の各脚部は，シリンジ支持体
における軸線方向後向きに延在する１つの脚部を受け入れるよう，周方向に離間して配置
され、前側クロスビームが凹部を有してもよく，該凹部は，シリンジ支持体における軸線
方向後向きに延在する脚部上への第１クロスビームの組み立てを容易とする構成とするこ
とができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　ガード素子は，軸線方向に延在する中央孔を有し，フランジが前記孔から半径方向外向
きに延在し、フランジの軸線方向後向き面は，前記孔から半径方向に沿って軸線方向前向
きに傾斜させことができる。フランジの軸線方向後向き面は，切頭円錐面の一部に対応さ
せることができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　ガード素子は，シリンジ支持体上に組み立てられ、アセンブリは，シリンジ支持体によ
り支持されるシリンジを更に備えてもよく，ガード素子の少なくとも一部がシリンジの少
なくとも一部の軸線方向後側に配置される構成とすることができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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